
　

都
教
委
は
03
年
10
月
、「
日
の

丸
・
君
が
代
」
の
実
施
方
法
を
細

か
く
定
め
た
通
達
を
出
し
教
職
員

に
起
立
・
斉
唱
を
強
制
、
都
立
学

校
で
は
通
達
に
も
と
づ
い
て
校
長

が
職
務
命
令
を
出
し
、
従
わ
な

か
っ
た
教
職
員
が
毎
年
大
量
に
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

判
決
は
、
通
達
と
こ
れ
に
と
も

な
う
都
教
委
の
指
導
は
教
育
基
本

法
10
条
の
「
不
当
な
支
配
」
に
該

当
す
る
違
法
な
も
の
だ
と
判
断
。

「
皇
国
思
想
や
軍
国
主
義
思
想
の

精
神
的
支
柱
」
と
し
て
用
い
ら
れ

て
き
た
こ
と
は
「
歴
史
的
事
実
」

と
指
摘
し
、
懲
戒
処
分
ま
で
し
て

起
立
・
斉
唱
さ
せ
る
こ
と
は
思

想
・
良
心
の
自
由
を
侵
害
す
る
と

の
べ
、
違
憲
と
の
判
断
を
し
め
し

ま
し
た
。
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６
月
定
例
北
区
議
会
で
の
日

本
共
産
党
の
追
及
に
よ
っ
て
、

北
区
で
「
愛
国
心
」
の
度
合
い

を
A
、
B
、
C
で
評
価
す
る
通

知
表
が
、
6
つ
の
小
学
校
で
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
「
愛
国
心
」
通
知

表
は
、
小
泉
首
相
で
す
ら
「
あ

え
て
こ
う
い
う
項
目
を
持
た
な

く
て
も
い
い
」（
5
月
24
日
衆

院
教
基
法
特
別
委
員
会
）
と
の

べ
た
も
の
で
す
が
、
北
区
の
教

育
長
は
「
内
心
に
立
ち
入
っ
た

も
の
で
な
い
」
と
強
弁
。

　

日
本
共
産
党
の
本
田
議
員
は

「
総
理
や
文
科
大
臣
で
さ
え〝
難

し
い
〟〝
と
ん
で
も
な
い
〟
と

い
っ
て
い
る
の
に
納
得
で
き
な

い
」
と
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

東
京
地
裁
判
決
の
骨
子
は

次
の
と
お
り
。

【
起
立
、
斉
唱
義
務
】

　

国
民
の
間
に
は
国
旗
掲

揚
、
国
歌
斉
唱
に
反
対
す
る

者
も
少
な
く
な
く
、
こ
う
し

た
主
義
、
主
張
を
持
つ
者
の

思
想
・
良
心
の
自
由
も
、
憲

法
上
、保
護
に
値
す
る
権
利
。

起
立
、
斉
唱
し
た
く
な
い
と

い
う
教
職
員
に
こ
れ
ら
の
行

為
を
命
じ
る
こ
と
は
自
由
権

の
侵
害
だ
。

【
都
教
委
の
指
導
の
是
非
】

　

都
教
委
の
一
連
の
指
導
は

「
不
当
な
支
配
」
を
廃
す
る

と
し
た
教
育
基
本
法
10
条
に

違
反
。
憲
法
19
条
の
思
想
・

良
心
の
自
由
に
対
し
、
許
容

さ
れ
た
制
約
の
範
囲
を
超
え

て
い
る
。

【
学
習
指
導
要
領
】

　

学
習
指
導
要
領
の
条
項
が

教
職
員
に
対
し
、
一
方
的
な

理
論
や
観
念
を
生
徒
に
教
え

込
む
よ
う
強
制
す
る
場
合
に

は
「
不
当
な
支
配
」
に
該
当

す
る
。

判
決
の
骨
子

　

石
原
慎
太
郎
都
知
事
の
も
と
、
都
教
育
委
員
会
が
「
日
の

丸
・
君
が
代
」
を
強
制
す
る
通
達
を
出
し
た
こ
と
は
違
憲
・

違
法
だ
と
し
て
教
職
員
が
訴
え
た
裁
判
で
、
東
京
地
裁
は
21

日
、「
日
の
丸
」
に
向
か
っ
て
の
起
立
と
「
君
が
代
」
斉
唱

の
義
務
は
な
い
と
す
る
原
告
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
る
判

決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。　



　

自
民
党
の
新
総
裁
に
、
安
倍
晋
三
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
安
倍
氏
は
、
憲

法
9
条
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、「
５
年
以
内
に
改
憲
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
公
然

と
掲
げ
て
い
ま
す
。
戦
後
初
め
て
、
改
憲
を
具
体
化
す
る
政
権
が
生
ま
れ
る

危
険
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
氏
は
、
改
憲
を
〝
私
た
ち
自
身
の
手
で
、
日
本
の
未
来
の
姿
、
理
想

を
書
く
と
い
う
こ
と
〟
な
ど
と
美
化
し
ま
す
。
し
か
し
、
真
の
狙
い
は
、
イ

ラ
ク
戦
争
の
よ
う
な
無
法
な
先
制
攻
撃
戦
略
を
と
る
ア
メ
リ
カ
に
つ
き
し
た

が
い
、
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
を
す
る
国
」
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
憲
法
9
条
を
守
り
ぬ
く
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

赤
羽
東
地
域
に

「
九
条
の
会
」
が
で
き
ま
す

　

2
年
前
に
、
井
上
ひ
さ
し
氏
、

大
江
健
三
郎
氏
、
小
田
実
氏
、

澤
地
久
枝
氏
な
ど
９
氏
が
よ
び

か
け
て
つ
く
ら
れ
た
「
九
条
の

会
」。
い
ま
、
全
国
に
地
域
の

会
が
５
千
を
越
え
て
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
赤
羽
東
地
域
に
も

「
会
」
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。（
準
備
会

へ
の
ご
連
絡
は
、
３
９
０
２
―

１
１
７
７
・
川
口
ま
で
）

赤羽東九条の会準備会の宣伝で訴えるのの山政策委員長

■と　き　10月3日（火）午後 2時より

■ところ　赤羽会館 4階小ホール

第 1部　講演　小山一郎さん（北区平和委員会会長）ほか

第 2部　プロが奏でるモーツァルトやうたごえ

※参加費 500 円（紅茶と手作りレモンケーキ付き）


